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法

奮

経

記

事

法
鰹
舎
論
叢
第
六
輯
夜
行
後
今
日
に
去
る
ま
で
に
、
本
舎
は
九
回
の

例
曾
を
闘
い
て
令
員
の
研
究
報
告
を
行
ひ
、
倫
其
の
問
ニ
氏
の
自
然
遺

舎
を
見
た
。
即
ち
次
の
如
〈
で
あ
る
。

昭

和

十

三

年

第
七
十
八
回
、
二
月
二
十
六
日
、
池
問
品
品
目
長
「
北
千
島
の
話
」

第
七
十
九
随
、
一
一
一
月
二
十
六
日
、
小
林
巳
智
次
「
農
業
法
の
概
念
」

門
前
脅
員
早
川
三
代
治
氏
を
品
質
文
に
推
薦
す
)

第
八
十
回
、
五
月
十
四
日
、
中
島
九
郎
「
佐
藤
信
欄
先
生
に
就
い
て
」

第
八
十
一
図
、
六
月
二
十
五
日
、
上
原
敏
一
二
郎
「
南
浮
群
島
の
土
地
制

度』

第
八
十
二
問
、
十
月
二
十
九
日
、
土
屋
四
郎
「
7
-
フ
ン
ス
民
法
に
於
げ

る
際
婚
際
関
」
曾
我
孝
之
「
日
本
諸
昼
振
興
委
員
曾
第
一
回
線
持
率

合
に
尚
席
し
て
」

第
八
十
三
回
、
十
一
月
二
十
六
日
、
伊
藤
俊
夫
「
南
洋
群
島
特
に
束
力

ロ
リ
シ
及
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
段
」

第
八
十
四
回
も
十
二
月
二
十
一
日
、
川
村
琢
「
北
支
出
移
民
の
原
因
」

名
胤
官
舎
民
高
岡
熊
雄
氏
の
南
洋
般
行
よ
り
の
院
患
を
獄
迎
し
、
合
員

池
岡
義
長
、
工
藤
元
商
氏
を
品
時
刻
す
る
た
め
の
娩
穫
舎
を
十
一
月
二
十

二
日
皐
内
蔵
員
集
合
所
に
於
て
催
し
た
が
感
舎
で
あ
ヲ
た
。
池
問
、
工

藤
爾
氏
の
退
含
に
よ
り
合
員
現
在
数
十
五
名
と
な
っ
た
。

法

経

事

言B

合

昭

和

十

四

年

第
八
十
五
回
、
一
月
二
十
八
日
、
佐
藤
良
彦
「
北
海
滋
に
が
、
け
る
森
林

盗
伐
の
個
別
的
研
究
」
(
前
合
員
工
藤
元
氏
を
合
文
に
推
薦
す
)

第
八
十
六
回
、
二
月
二
十
八
日
、
中
島
九
郎
「
我
図
統
制
緩
演
に
就
い
て
」

口
寄

法

符

時

報

主

計

合

報

告

同

志

枇

論

議

鳥
取
農
蕗
司
令
報

飼
西
大
事
研
究
論
集

岡
西
大
愚
・
4

報

民

間

俸

承

円

午

稲

悶

商

泉

大

倉

家

合

誌

卸
賓
(
批
愛
)
物
領

写
門
小
)
質
物
償

研

究

論

集

経

済

条

誌

北
海
道
程
済
史
研
究

図

民

精

神

文

化

贈

雑

言事

本

評

論

枇

翠

省

主

計

合

志

枇

法

事

令

鳥

取

段

患

合

踊

西

大

倍

、

司

令

関

西

大

泉

λ

べ

報

局

民

間

停

承

の

合

早

稲

岡

商

問

申

向

孜

合

大
倉
高
等
街
業
開
閉
ヤ
校
翻
究
室

満

洲

閣

経

済

部

商

務

可

司
吋高

岡

高

等

商

業

率

校

研

究

合

日
本
大
事
荷
経
島
宇
都
商
経
研
究
合

北

海

道

路

線

開

史

研

究

所

関

民

精

神

文

化

研

究

印

刷

同 f毎日

二
七
五



法
制
脳
令
論
議
総
要
目

口
法
経
曾
論
叢
穂
要
目

『
自
第
一
粋
J

F

至
第
六
斡
」

第

続

北
海
遺
に
於
け
る
伎
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究荒

又

操

ア
エ
ル
ナ

I
敬

授

の

闘

民

財

産

評

倒

論

早

川

三

代

治

古
典
的
談
合
制
度
の
鼠
溶
(
執
政
府
の
抜
大
強
化
的
傾
向
〉

小
林
巳
智
次

我

闘

の

漁

業

開

労

働

紹

介

制

度

今

悶

清

二

債
依
論
(
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
経
済
援
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
)

松

問

武

雄

南

銭

滋

佐

藤

昌

彦

高
倉
新
一
郎

波

溢

侃

前
松
前
端
惜
の
産
業
政
策
〈
序
説
施
政
方
針
》

清
算
法
人
の
性
質

北
海
道
ア
イ
ヌ
の
一
位
合
生
活

乳
牛
飼
愛
育
成
の
鶴
湾
問
題

第

続

回

一

様

太

の

拓

殖

及

農

業

に

就

て

中

応

九

郎

9

1
ル
ノ
ー
の
闘
際
貿
易
理
論
に
封
す
る
バ
レ
ー
ト
の
批
評

早
川
三
代
治

渡

遜

侃

荒

又

操

二
例
の
農
家
総
務
調
盗
例
示

続
本
邦
に
於
け
る
米
段
常
収
量
の
推
移
と
勤
務

二
七
六

頁

明
治
維
新
前
北
海
道
に
於
け
る
政
人
の
出
入
改
め
制
度
に
就
て

南

銭

駿

一

日

一

豚

時

代

に

於

け

る

ア

イ

ヌ

動

経

策

高

倉

新

一

郎

犯

罪

者

の

自

己

採

諮

佐

藤

昌

彦

良

場

規

刻

の

法

律

的

研

究

小

林

巳

智

次

ア
ラ
シ
ス
法
に
於
け
る
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
所
有
躍
に
就
て

土

屋

四

郎

松

岡

武

雄

上
僚
級
三
郎

一一一一一一一五省
旦
八
一
品

一一一一一星占
一品五

一
九
(
〕

三正

土
地
に
闘
す
る
経
済
撃
的
一
考
祭

7

ア
シ
ヨ
伊
太
利
の
人
口
政
策

〈コ-B

-B -一
一一一口一
一軍一

一
六
九

一
品
九

一
九
六

第

三

伯

国

の

移

民

制

限

問

題

上

原

級

=

一

郎

一

東

北

地

方

に

於

け

る

小

作

取

締

制

度

小

体

巳

符

次

-

一

一

一

旭

川

市

に

於

け

る

所

得

分

布

早

川

三

代

治

盟

農

村

社

合

患

に

於

け

る

議

礎

的

諸

問

題

に

就

て

池

向

議

長

美

北
米
合
衆
図
に
於
け
る
所
詞
〈
OH固
ま
日
吋
匂
O
B
O弘
山
口

K
E
2
B
B昨

E
S
に

就

て

伊

藤

俊

夫

さ

一

児

童

の

謹

言

佐

藤

昌

彦

二

屯

世

界

の

漁

獲

統

計

費

料

今

m
比
例
ニ
コ
一
五

明

治

維

新

前

の

北

海

道

租

税

制

度

志

要

衝

錨

滋

一

=

一

一

-

kr口
同
ロ
百
口
合
同

a
g
H
W
S
伊
伊
口
品
同

8
ロ

o
g山
内

田

・

斗

mwrg何回
目

J
門

p
」門医

mw一占一

椅

Cコ-B "三
三E 三正 -e 

第

図

崎

農
家
の
生
計
捺
熊
・

波
遜

ーれV



江

戸

時

代

に

が

、

け

る

蝦

夷

地

移

民

論

高

倉

新

一

郎

満
蒙
農
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
け
る
民
間
合
枇
の
窓
義

矢

島

武

農

村

集

簡

の

構

成

に

就

て

池

田

義

長

鮭

鯵

漁

業

と

蕃

殖

保

護

の

食

際

今

岡

清

二

フ
ラ
ン
ス
に
が
、
け
る
職
能
代
表
論
の
誇
傾
向
小
林
巳
智
次

北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
農
作
物
牧
楠
慨
深
忽
調
盗
荒
又
操

農
産
物
債
格
輪
島
測
の
絡
8
・

伊

藤

俊

夫

北

海

道

経

済

文

化

の

基

礎

的

保

件

市

銭

寂

佐
藤
男
、
稲
田
男
共
著
「
世
界
農
業
史
論
」
巾
烏
九
郎

凶
透
著
「
験
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
制
度
改
革
史
的
嗣
」
川

村

琢

荒

又

脇

陣

上
原
轍
三
郎

山
間
諜
「
ゼ
ド
ル
マ
イ
+
1
小
農
叡
答
率
」

高
岡
博
士
「
梓
太
農
業
殖
民
問
題
」

第

E 

総

百

貨

陪

に

於

け

る

特

殊

犯

罪

佐

藤

昌

彦

機

利

濫

用

担

論

と

共

の

溌

民

小

林

巳

智

次

農

業

摘

出

動

と

景

気

循

環

と

の

関

係

伊

藤

俊

夫

蓋
掛
仰
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較
波
遜
侃

満

洲

農

業

移

民

の

一

形

態

上

原

轍

三

郎

農

村

信

仰

の

諮

問

題

池

間

養

長

換
太
刻
の
粧
民
合
枇
案
ハ
ン
ス
ニ
ア
ハ
ン
ト
の
所
設矢
島

法
相
腿
品
世
論
議
総
裏
目

武

話-円
四
五

六
占

U

宅
一
一
品

一=一八
一
六
晶
一九一

小
作
規
則
の
愛
反
並
に
比
較
に
闘
す
る
併
究
資
料
小
林
巳
相
官
次

伊

藤

俊

夫

川

村

琢

『
農
政
拳
講
義
』
波
遜
侃
先
生
の
新
著

タ
ー
ル
ハ
イ
ム
箸
『
農
業
政
策
』

第

-‘-
d、
栂

一九一一
一
九
四
一九占

北
海
遊
開
拓
極
初
期
に
於
け
る
土
地
制
度
'
上
原
級
一
一
一
郎

中
央
卸
賀
市
場
制
度
の
中
都
市
的
修
正
に
伴
ふ
諮
問
題
池

田

義

長

室

俸

に

就

て

の

一

考

祭

佐

藤

昌

彦

農

民

信

仰

の

貿

詮

的

一

研

究

小

林

巳

智

次

伊

太

利

の

「

総

合

的

土

地

開

柘

令

」

矢

島

武

ド

イ

ツ

に

於

け

る

農

業

市

場

政

策

の

推

移

川

村

琢

開

拓

農

業

に

関

す

る

径

替

波

遜

侃

ト

マ

ス

公

正

債

務

論

工

藤

一

元

農
村
犯
罪
の
一
側
面
、
佐
藤
謬
「
殺
人
の
心
理
」
小
林
巳
符
次

沼
木
謬
「
ル

I
イ

ス

属

領

統

治

論

」

矢

島

武

小

林

箸

「

農

業

法

研

究

」

批

評

土

屋

四

郎

奥

田

著

「

牽

湾

の

農

業

」

伊

藤

俊

夫
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七
.b 

一
四
五
一八一

一
八
五
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二
七
八

編

輯

記

後

相
酬
斡
と
は
、
縞
斡
者
が
、
題
目
と
執
筆
者
を
決
定
し
、
原
稿
を
依
願
し
、
か
く
て
集
っ
た
も
の
を
、
適
宜
に
配
合
す
る
専
を
言

ふ
の
が
本
来
で
あ
ら
う
。
所
が
、
法
制
似
合
論
議
の
編
輯
丈
け
は
そ
う
で
は
な
い
。
執
筆
者
は
合
員
に
限
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
合
員

の
各
位
に
、
任
窓
の
題
白
で
執
筆
を
御
願
ひ
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
執
祭
は
合
員
の
義
務
で
あ
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
か
ら

特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
合
員
の
原
稿
は
集
ま
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
編
斡
者
に
残
さ
れ
た
仕
事
は
、
皐
に
集
っ
た
原
稿
の
順

序
を
定
め
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
ヲ
て
論
議
の
出
来
祭
え
の
よ
し
あ
し
、
内
容
の
如
何
に
就
て
は
、
編
輯
者
の
責
任
は
金
然
た

い
わ
け
で
あ
る
。
所
が
、
論
議
を
世
に
怒
る
に
蛍
つ
て
は
、
一
煩
ど
ん
な
も
の
が
集
っ
て
来
る
か
が
編
斡
者
に
は
大
い
に
心
配
に

な
る
の
で
あ
る
。
夫
は
、
各
々
の
原
稿
の
内
容
如
何
に
就
て
で
は
な
く
、
集
っ
た
原
稿
が
、
金
鍾
と
し
て
一
個
の
法
程
合
論
議
を

構
成
す
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
、
北
大
の
唯
一
の
人
文
科
援
の
研
究
設
表
が
、
そ
れ
に
相
臨
は
し
〈
、
ま
と
ま
っ
て
出
来
上
る

か
否
か
に
就
て
、
甚
だ
心
配
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
論
議
は
此
の
駄
に
付
て
は
踊
斡
者
の
心
配
な
ぞ
は
問
題
と
な
ら
ず
、
ま
こ
と
に
見
事
に
出
来
上
っ
た
。
本
論
議
に
盛
ら
れ
た

研
究
融
政
表
は
、
極
済
怨
論
に
闘
す
る
も
の
、
北
海
道
東
北
農
山
村
の
食
誕
的
研
究
、
外
地
に
闘
す
る
研
究
の
一
一
一
部
門
に
分
け
る
専

を
得
ゃ
う
。
理
論
的
研
究
は
愚
者
と
し
て
の
第
一
の
任
務
で
あ
る
が
、
土
地
に
却
し
た
賞
一
証
的
研
究
は
又
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な

い
。
廷
に
品
川
地
に
闘
す
る
研
究
が
、
我
国
の
時
前
古
都
の
拙
現
段
に
寄
奥
す
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
か
ら
う
。
之
絡
の
依
〈
べ
か
ら
ざ
る
=
一

方
面
の
研
究
が
、
獣
っ
て
居
て
も
自
然
と
集
合
て
来
て
、
極
然
た
る
一
般
を
な
し
て
、
本
論
議
を
構
成
し
た
事
は
、
北
大
の
人
文

科
感
方
商
に
於
け
る
民
撃
な
あ
ゆ
み
を
如
貨
に
示
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
か
。
続
斡
者
は
論
議
が
立
汲
に
出
来
上
っ
た
事
に
つ

い
て
限
り
な
い
V

喜
び
を
感
ず
る
と
共
に
、
肱
の
申
告
び
が
総
持
者
丈
け
の
も
の
で
な
い
事
を
墜
〈
信
じ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。


